
Ⅰ はじめに
国立医薬品食品衛生研究所（2000年当時班長：豊田

正武）を中心とする「日常食品からの汚染物質等の摂取

量調査」は，1978年より実施継続されている．当所も

1986年より独自で，また1988年からは同研究班に参加

し，調査結果を逐次報告してきた．今回，これまで過去

10年間（1991~2000）に蓄積された，主な汚染物質，無

機元素の調査結果の年次推移をまとめ，全国平均値との

比較やADI値(Acceptable Daily Intake:一日許容摂取

量)との比較，一日摂取量の食品群別寄与率などについ

て考察したので報告する．

Ⅱ　調査方法
１．試料の収集及び分別方法

試料は，厚生省保健医療局健康増進栄養課の発行した

各年度の国民栄養調査成績の食品群別摂取量（地域ブロ

ック別）の南九州地区の表1)に準じて，13群124食品を

各年度の夏期，県下のスーパーマーケットで購入した．

これらの食品を，下記のように13群に分別した．なお，

ⅩⅣ群は飲料水とし，当所の水道水を用いた.

Ⅰ群：米類

Ⅱ群：穀類・種実類・芋類

Ⅲ群：砂糖・菓子類

Ⅳ群：油脂類

Ⅴ群：豆類（味噌・豆腐）

Ⅵ群：果実類

Ⅶ群：緑黄色野菜

Ⅷ群：その他の野菜・キノコ類・海藻類

Ⅸ群：調味嗜好飲料

Ⅹ群：魚介類

ⅩⅠ群：肉・卵類

ⅩⅡ群：乳類

ⅩⅢ群：加工食品・その他の食品

ⅩⅣ群：飲料水

２．試料の調理及び調製

分別した試料は，先の表1)に基づき必要日数分ずつ秤

取し，表１の方法でそれぞれ調理した後，各食品群ごと

に，必要に応じて蒸留水を加え均一に混合し分析用試料

とした．

３．分析項目及び分析方法
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Abstract: The daily intake of environmental chemicals and metals from diet in Okinawa has been studing by market

basket method since 1986. This time a transition of daily intake over the last ten years from 1991 through 2000 is

viewed.

Results are given below;

1) The daily intake of chlorinated organic compounds in Okinawa tend to decrease. But in the case of PCB tends to

slightly increase.

2) Chlorpyrifos, an organophosphorus compound, was detected in 1998 and 1999. However, it wasn't detected in other

years.

3) The daily intake of Ca, Fe, Cu and Zn hasn't met the daily requirement over the last 10 years from 1991 to 2000,

except Ca in 1995. 

4) The daily intake of heavy metals, Cd, As and Hg, were almost same level which were less than ADI (Acceptable

Daily Intake of WHO) over the last 10 years. Only the daily intake of Pb tends to slightly decrease.
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分析項目及び分析方法ともに，10年間の間に追加，

削除あるいは単年のみ実施したものがあったが，今回は，

10年間継続調査してきた以下の４項目，35物質を対象

とし，その推移をまとめた．ただし有機リン化合物のク

ロルピリホスメチルは1993年より調査開始だが，今回

の分析項目に含めた．

(1) 有機塩素系化合物　18物質

(2) 有機リン化合物　４物質

(3) 必須金属　９物質

(4) 有害金属　４物質

各分析方法については，図1～図４に示した.

Ⅲ 結果及び考察
1991年から2000年までの，沖縄県における各物質の

一日摂取量の年度別推移，全国平均値（横浜市他8～10

機関）2) の年度別推移，主な汚染物質のADI値及び必須

金属の一日所要量等を表２に示した．また沖縄県及び全

国における各物質の10年間の年度別推移を図５～図28

に示した．

さらに，有機塩素系化合物4物質，有害金属４物質の

食品群別摂取量の年次推移を図29～図36に示した．

１．有機塩素系化合物

(1) HCH ( Hexachlorocyclohexane )類

総HCHは，この10年間で全国的に減少傾向にあり，

沖縄でも同様である．沖縄県の摂取量は，1991年に全

国平均を上回っているがそれ以降は全国並み，1996年

以降は全国平均を下回っている(図7)．

異性体別ではHCHの主要成分であるα-HCHと難分解

性のβ-HCHが多く検出され，HCHの有効成分であり毒

性が高いとされているγ-HCHや，存在比が極めて低い

δ-HCHはほとんど検出されなかった（図5，6）．食品

群別に見ると，1992～2000年においては，Ⅹ群（魚介

類），ⅩⅠ群（肉類），ⅩⅡ群（乳類）の動物性食品から

の摂取が全体の８割から10割を占めている．これは

HCHに関しては新たな汚染はなく，食物連鎖により動

物性食品に濃縮されたものを摂取していると考えられ

る．しかし，1991年にⅡ群（芋・穀類）からの摂取率

が約５割と突出して大きく，摂取量も1992年の２倍以

上である．これは，購入食品の選択によるものと思われ，

このような場合は個々の食品におけるモニタリングも重

要であると考える．

(2) DDT類

沖縄県における総DDTは，10年間で多少のばらつき

はあるが，全国同様に減少傾向にある（図10）. 特に

1997年からは全国平均を下回っており，ADI値（250

μg/50kg体重）の約1/1000の値となっている．異性体

別では，代謝産物で難分解性のp，p'-DDEの摂取量が最

も多い．10年間の平均総DDT摂取量 (0.56μg)におけ

る各異性体の割合は，p，p'-DDTが5.4%(0.03μg)，p, p'-

DDDが8.9% (0.05μg)，p，p'-DDEが85.7%(0.48μg)

と，p，p'-DDEが全体の９割弱を占めている．食品群別

では10年間を通して，Ⅹ群（魚介類），ⅩⅠ群（肉類），

ⅩⅡ群（乳類）の動物性食品が全体の９割～10割を占め

た（図30）．これはHCHと同様，新たな汚染はなく，食

物連鎖で動物性食品に濃縮されたものを摂取していると

考えられる．

(3) クロルデン類

クロルデンは，1975年から1985年にかけてシロアリ

駆除剤として全国的に使用されたが，残留性が高く，肝

障害や変異原性が認められたため1986年に全面使用禁

止となった3)．沖縄においても1976年頃から急激に使用

量が伸び，ピーク時には国内使用量の6%強を占める量

が使用された4)．そのため沖縄県は，総クロルデン一日

摂取量が全国と比較してかなり高い傾向にあった．特に

使用禁止の1986年には2.8μgという高い値を示し5)，こ

れはADI値（25μg/50kg体重）の約1/10にあたる．そ

の後も1990年までは1μg以上，全国平均の約2～3.5倍

という高い値が続いていた5)が，1991年からは摂取量が

1μgを切り，全国との差も2倍から0.8倍と徐々に低下し，

1999年，2000年には全国平均を大幅に下回った（図13）．

ただし1995年，1998年は例外で，突出して高い値（全

国比3.5倍，3.4倍）となった．食品群別では，Ⅹ群（魚

介類）からの寄与率が平均して高い．1995年にはⅠ群

（米類）が40%(0.3μg)，1998年にはⅩⅠ群（肉類）が

81%(0.5μg)と非常に高い割合を占めている（図31）．

(4) PCB

ほとんどの有機塩素系化合物は，全国と比較して沖縄

の摂取量が高い傾向にあるが，PCBについてはこれまで，

全国平均よりも低い傾向が続いていた．しかし1997年

以降わずかではあるが，沖縄の方が全国平均を上回って

いる（図15）．食品群別では，Ⅹ群（魚介類），ⅩⅠ群

（肉類）からのみ検出されており，総HCH，DDT同様，

食物連鎖によるものと考えられる．

(5) その他の有機塩素系化合物

ディルドリンは1995年までは全国よりわずかに高い

値で検出されていたが，1996年以降は検出されていな

い（図18）．HCB，ヘプタクロルエポキシドは，この

10年を通してほとんど検出されておらず，(図19，20)
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検出されても0.1μg以下である（ヘプタクロルエポキシ

ドのADI値：5μg/50kg体重）．

２．有機リン化合物

有機リン系農薬のダイアジノン及びマラチオンは，こ

の10年間を通してほとんど検出されず，1999年にダイ

アジノンがⅢ群（菓子類）からわずかに0.05μg（ダイ

アジノンのADI値：100μg/50kg体重）検出されたの

みである（図19）．

2002年6月，中国産の冷凍ほうれん草から基準値を上

回る値が検出されて問題となったクロルピリホスは，

1997年までは検出されていないが，1998年，1999年

にⅥ群（果実類）から0.25μg（全国比 2.3倍），0.46μ

g（全国比 4.2倍）と高い値が検出された．しかし，

2000年には再び検出下限値以下となっている（図20）．

一方，1993年に調査開始のクロルピリホスメチルにつ

いては，1994，1995年で非検出となっている他は，全

国平均よりやや高めの値（全国比1.2～1.4倍）で推移し

ている（図20）．食品群別ではいずれもⅡ群（芋・穀類）

とⅢ群（菓子類）から検出されており，Ⅲ群で検出され

るのは，その原材料にⅡ群の小麦などが含まれるためで

はないかと推測される．

３．必須金属及びリン

ナトリウム，カリウム，カルシウム，マグネシウム，

鉄，銅，マンガンについては，10年間を通してほぼ横

ばい状態で，全国平均との差もなく，目立った変化はな

い．（図21～24）

(1) ナトリウム

ナトリウムは体液中の主要な陽イオンであり，体内

pH調整や浸透圧維持，神経の伝達など重要な役割を担

っている．ナトリウムの10年間の平均値と一日所要量

とを比べてみると（表２），沖縄県の平均は4103mg，

全国の平均は4305mgといずれも所要量（3900mg以下）

を上回っており，沖縄は全国に比べるとやや低い値とな

っている．これは，沖縄と全国の食品の嗜好性及び味付

けの差からくる塩分摂取量の違いではないかと考えられ

る．

(2) カリウム

カリウムはナトリウムとともに，栄養生理上重要で，

体液を構成する主要な成分である．ナトリウムが細胞外

体液に多いのに対し，カリウムは細胞内に多く，それぞ

れ一定に保持されることが健康維持に重要である6)．カ

リウムの10年間の平均値は，沖縄が2077mg，全国が

2196mgとナトリウム同様，全国が沖縄をやや上回って

いる（表２）．

(3) カルシウム

カルシウムは，体内で骨や歯などの主成分であり，他

にも筋肉の収縮など多くの生命現象の調整に関与してい

る7)．その一日所要量が600mgなのに対し，沖縄，全国

ともに約490mgと所要量に達していない（表２）．日本

人は日頃からカルシウムの積極的な摂取に努める必要が

あると考えられる．

(4) マグネシウム

マグネシウムは，体内の様々な酵素反応の補因子であ

り，細胞の構造の維持にも必要である7)．マグネシウム

の10年間の平均値は，沖縄が243mg，全国が237mgと

いずれも一日所要量220mg～290mgの範囲内であった

（表２）．

(5) 鉄

鉄は，生体内では血液ヘモグロビン中に含まれており，

欠乏すると貧血を起こすといわれ，その一日所要量は

10～12mgである8)．10年間の平均一日摂取量は，沖縄

が8.76mg，全国が8.13mgといずれも所要量に達して

いない（表２）．鉄もカルシウム同様，積極的な摂取に

努める必要がある．

(6) 銅

銅は，シトクロムcオキシターゼなど生体内の酸化還

元反応に作用する酵素の補酵素として重要な役割を果た

しており，成人の一日所要量は2mgである7)．10年間の

平均一日摂取量は，沖縄が1.30mg，全国が1.11mgと

いずれも所要量以下であった（表２）．銅もカルシウム

や鉄同様，積極的な摂取に努める必要がある．

(7) マンガン

マンガンは，いくつかの酵素の構成成分として炭水化

物や脂質の代謝，骨代謝，ヘモグロビン代謝に関与し8)，

一日所要量は1～3mgとされている．沖縄，全国とも10

年間の平均一日摂取量は3.11mg，3.44mgといずれも

わずかに所要量を上回っている（表２）．

(8) 亜鉛

亜鉛は，生命活動にとって必要な多くの酵素系で中心

的な役割を果たしており，欠乏症になると成長抑制，骨

格異常，味覚障害，免疫機能低下などになり8)，その所

要量は14mgである．沖縄における一日摂取量の年次推

移を見てみると（図24），95年に全国の1.3倍の10.96mg，

96年に全国の1.5倍の12.97mgと比較的高いが，所要量

には達しておらず，その後全国以下から全国並みに戻っ

ている．10年間の平均一日摂取量は沖縄で9.47mg，全

国で8.60mgといずれも所要量に達しておらず（表２），

カルシウム，鉄等と同様，積極的摂取が求められる．
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(9) リン

リンは生体の全ての組織，細胞に不可欠の構成要素で，

リン蛋白質，リン脂質など生理機構で最も本質的な役割

を果たしている7)．沖縄県のリンの一日摂取量は，1993

年に606mg（全国の0.6倍），1994年に1196mg（全国

の1.2倍）と若干上下した以外は，ほぼ全国並みで推移

し，1999年，2000年には1286mg（全国の1.2倍），

1458mg（全国の1.3倍）とやや増加傾向にある（図22）．

４．有害金属

a 鉛

鉛は，金属としてあるいは種々の化合物として用途が

広く，各種機器用器具やプラスチック，化学薬品，顔料

などに含まれている9)．沖縄県における一日摂取量は

徐々に減少傾向にあり，食品群別では，1992年と1993

年以外はⅠ群（米類）からの寄与率が35%～90%と大き

い（図33）．ADI値( 180μg/50kg体重)と比較すると，

10年で最も摂取量の多い1992年でADIの半分以下であ

り，最も低い2000年度においては，その1/20となって

いる（表２）．

s カドミウム

カドミウムは，1960年代に富山県神通川流域で多発

したイタイイタイ病の原因物質とされており10)，植物性

食品では穀物類（特に米）に多く，動物性食品では，魚

介類（特に軟体動物）の内臓に多い10)．日本人の食品か

らの一日摂取量 は20μg～60μgとされ10)，10年間の沖

縄県の一日摂取量も18μg～44μgの範囲内で推移してお

り，特別大きな変化は見られない（図26）．しかし，そ

のADI値（50μg/50kg体重）に対し，10年間の平均値

が約30μg，最高値が44μgと極めてADI値に近い摂取量

であることが懸念される．食品群別では，Ⅰ群（米類）

から15%～65%と高い割合を占めており，Ⅴ群（豆類），

Ⅶ群（有色野菜）Ⅷ群（野菜・海草），Ⅹ群（魚介類）

など様々な食品からも常に一定の摂取がある（図34）．

d ヒ 素

ヒ素は，生物体中に常在微量成分として普遍的に存在

し，特に海棲生物の，甲殻類，肉食性巻貝及び海藻類中

に数十ppmから数百ppm以上含まれる11)．沖縄県のヒ素

の一日摂取量年次推移は，1999年までは緩やかな増加

傾向にあり，最大で263μgまで上がったが，2000年に

110μgと急に半減している（図27）．この傾向は全国平

均においても同様で，全国の方が若干高めに推移してい

る．食品群別ではⅩ群（魚介類）からの摂取が圧倒的に

多く（40～87%），次いでⅧ群（野菜・海藻類），Ⅰ群

（米類），ⅩⅠ群（肉類）となっている（図35）．

f 総水銀

水銀は天然に広く分布し，様々な物理化学的変化を経

て，その一部が水生生物，特に魚介類へ取り込まれる12)．

10年間の食品群別摂取率をみても1991年にⅩⅠ群（肉類）

約７%以外は全てⅩ群（魚介類）からの摂取となってい

る（図36）．10年間の一日摂取量の年次推移をみると，

特に大きな変動は無く，４μg～10μgの間で推移してい

る．10年間の平均摂取量をみると，沖縄で7.2μg，全

国で8.5μgと，ADI値（35.5μg/50kg体重）のそれぞれ

約1/5，1/4の値となっている（図28）．

IV まとめ
沖縄県における1991年～2000年の日常食品からの環

境汚染物質・無機元素の一日摂取量調査を，マーケット

バスケット方式により実施した．

１．有機塩素系化合物

沖縄県における有機塩素系化合物の一日摂取量は，年々

減少する傾向にあるが，PCBのみ，若干増加の傾向にあ

る．

２．有機リン化合物

有機リン化合物については，ダイアジノン及びマラチ

オンについてはこの10年間，ほとんど検出されていな

い．クロルピリホスは1998年から1999年にかけて検出

されたが，2000年には再び未検出となった．クロルピ

リホスメチルは，1993年調査開始以来，1994，1995

年以外の年は全て検出されている．

３．必須金属

ナトリウム，カリウム，カルシウム，マグネシウム，

鉄，銅，マンガンについては，10年間を通して横ばい

状態で，全国平均との差もなく，目立った変化はない．

カルシウム，銅，鉄，亜鉛は，10年間を通して一日所

要量に達しておらず，積極的摂取が望まれる．

ナトリウムにおいては，全国よりは低いものの，一日所

要量を上回っている傾向にあった．

４．有害金属

鉛は10年間を通して，減少傾向にあるが，カドミウ

ム，ヒ素，総水銀は横ばい状態である．いずれもADI値

を下回ってはいるが，総水銀はADI値35.5μg/50kg体

重の1/3.5，カドミウムは，ADI値50μg/50kg体重に

対し，44μgという極めて近い年があった．

なお，本調査研究は厚生省食品衛生調査研究事業費に

よって行った．
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表
１
．
食
品
名
及
び
試
料
調
理
方
法
例
�

群
�

N
o

食
品
名
�

調
理
方
法
�

群
�

N
o

食
品
名
�

調
理
方
法
�

Ⅰ
�

1
精
白
米
�

水
洗
し
た
後
電
気
炊
飯
器
で
炊
く
�

33
オ
レ
ン
ジ
�

群
�

2
赤
飯
�

袋
の
ま
ま
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
る
�

み
か
ん
�

加
水

50
0m

l
34
り
ん
ご
�

3
大
麦
（
押
麦
）
�

同
量
の
水
を
加
え
炊
く
�

35
バ
ナ
ナ
�

4
小
麦
粉
�

同
量
の
水
を
加
え
練
り

,ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
上
で
焼
く
�

Ⅵ
�

36
イ
チ
ゴ
�

5
食
パ
ン
�

群
�

37
マ
ン
ゴ
ー
�

6
ス
ナ
ッ
ク
パ
ン
�

ブ
ド
ウ
�

ア
ー
モ
ン
ド
サ
ン
ド
�

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
�

Ⅱ
�

7
沖
縄
そ
ば
�

サ
ク
ラ
ン
ボ
�

群
�

8
支
那
そ
ば
（
中
華
そ
ば
）
�

10
倍
量
の
沸
騰
水
中
で

9分
間
ゆ
で

,ゆ
で
汁
は
捨
て
る
�

も
も
�

9
即
席
め
ん
�

沸
騰
水

60
m

lで
 3
分
間
ゆ
で

,ゆ
で
汁
は
捨
て
る

 
38
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
�

10
と
う
も
ろ
こ
し
�

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
�

11
ピ
ス
タ
チ
オ
�

39
に
ん
じ
ん

 
水
洗
し
沸
騰
水

30
0m

lで
10
分
間
ゆ
で
る

  
ゆ
で
汁
は
捨
て
る
�

12
さ
つ
ま
い
も
�

皮
を
除
き
沸
騰
水

30
0m

lで
10
分
間
ゆ
で

,ゆ
で
汁
は
捨
て
る
�

40
ほ
う
れ
ん
草
�

 
13
じ
ゃ
が
い
も
�

皮
を
除
き
沸
騰
水

30
0m

lで
10
分
間
ゆ
で

,ゆ
で
汁
は
捨
て
る
�

41
ピ
ー
マ
ン
�

14
長
芋
�

皮
を
除
く
�

42
ト
マ
ト
�

15
こ
ん
に
ゃ
く
�

Ⅶ
�

43
カ
ボ
チ
ャ
�

水
洗
し
沸
騰
水

30
0m

lで
10
分
間
煮
る

  
煮
汁
は
捨
て
る
�

加
水

50
0m

l
群
�

絹
さ
や
�

水
洗
し
沸
騰
水
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0m

lで
8分
間
ゆ
で
る

  
ゆ
で
汁
は
捨
て
る
�

16
白
糖
（
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
）
�

オ
ク
ラ
�

水
洗
し
沸
騰
水

30
0m

lで
5分
間
ゆ
で
る

  
ゆ
で
汁
は
捨
て
る
�
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ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
�

か
ら
し
菜
�
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騰
水
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3分
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ゆ
で
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る
�
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飴
�

ブ
ロ
ッ
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リ
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�
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騰
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ゆ
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は
捨
て
る
�

Ⅲ
�

19
米
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�

44
大
根
�
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騰
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lで
5分
間
煮
る

  
煮
汁
は
捨
て
る
�
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�
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ー
キ
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ぎ
�
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サ
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�

21
ビ
ス
ケ
ッ
ト
�

46
キ
ャ
ベ
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ョ
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（
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表
１
．
食
品
名
及
び
試
料
調
理
方
法
例

 

群
�

N
o

 食
品
名
�

群
�

N
o

 食
品
名
�

調
理
方
法
�

調
理
方
法
�

54
し
ょ
う
ゆ
（
濃
口

)
75
牛
肉

(ロ
ー
ス

)
少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

55
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
�

 〃
 (カ
ル
ビ

)
少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

56
塩
�

 〃
 (モ
モ

)
少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

57
ケ
チ
ャ
ッ
プ
�

Ⅹ
Ⅰ
�

76
豚
肉

(ロ
ー
ス

)
少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

Ⅸ
�

焼
肉
の
た
れ
�

群
�

 〃
 (モ
モ

)
少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

群
�

麺
つ
ゆ
�

 〃
 (ヒ
レ

)
少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

58
日
本
酒
�

77
鳥
肉
�

少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

59
ビ
ー
ル
�

78
ヤ
ギ
肉
�

少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

60
泡
盛
�

79
ポ
ー
ク
缶
詰
�

少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

61
コ
ー
ラ
�

80
鶏
卵
�

少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

コ
ー
ヒ
ー
�

10
gを

22
0m

lの
熱
湯
で
浸
出
し

,2
63

.7
gを
採
取
す
る
�

加
水

25
0m

l
茶
�

10
gを

22
0m

lの
熱
湯
で
浸
出
し

,2
63

.7
gを
採
取
す
る
�

81
牛
乳
�

Ⅹ
Ⅱ
�

82
チ
ー
ズ
�

62
さ
け
�

群
�

83
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
�

63
マ
グ
ロ
刺
身
�

ヨ
ー
グ
ル
ト
�

キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
�

64
た
い
�

Ⅹ
Ⅲ
�

84
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
�
袋
の
ま
ま
熱
湯
で

3分
間
加
熱
す
る
�

か
れ
い
�

少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

レ
ト
ル
ト
シ
チ
ュ
ー
�
袋
の
ま
ま
熱
湯
で

3分
間
加
熱
す
る
�

65
さ
ん
ま
�

少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

群
�

レ
ト
ル
ト
ハ
ヤ
シ
�
袋
の
ま
ま
熱
湯
で

3分
間
加
熱
す
る
�

あ
じ
�

少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

加
水

20
0m

l
Ⅹ
�

66
グ
ル
ク
ン
�

少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

群
�

タ
マ
ン
�

少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

66
ぶ
り
�

少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

わ
か
さ
ぎ
�

少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

67
い
か

 
た
こ
�

え
び
�

少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

68
ほ
た
て
が
い
（
ミ
ニ
ホ
タ
テ
少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

69
塩
サ
バ
�

少
量
の
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き

,フ
ラ
イ
パ
ン
上
で
焼
く
�

70
し
ら
す
干
し
�

シ
ー
チ
キ
ン
�

つ
く
だ
に
（
し
ら
す
）
�

か
ま
ぼ
こ
�

ち
く
わ
�

74
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
�

加
水

50
0m

l



沖縄県衛生環境研究所報　第36号（2002）

－62－

0.
13
�

0.
09
�

0.
07
�

0.
08
�

0.
00
�

0.
05
� 0�

0.
00

1�
0.

20
�

0.
22
� 0�

0.
03
�

0.
03
�

0.
09
�

0.
05
�

0.
07
�

0.
48
�

0.
41
�

0.
56
�

0.
60
�

0.
12
�

0.
06
�

0.
15
�

0.
08
�

0.
10
�

0.
08
�

0.
04
�

0.
03
�

0.
01
�

0.
02
�

0.
00
�

0.
00
�

0.
42
�

0.
27
�

0.
01
�

0.
03
�

0.
05
�

0.
03

19
91
年
�

19
92
年
�

19
93
年
�

19
94
年
�

19
95
年
�

19
96
年
�

19
97
年
�

19
98
年
�

19
99
年
�

20
00
年
�
平
均
値
�

Ａ
Ｄ
値
�

単
位
� �

μ
g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g

0�
0.

01
� 0�

0.
02
� 0�

0.
00

2� 0� 0� 0�
0.

03
� 0�

0.
01
� 0�

0.
06
� 0�

0.
04
�

0.
12
�

0.
26
�

0.
12
�

0.
37
� 0�

0.
02
� 0�

0.
02
� 0�

0.
05
� 0�

0.
02
� 0�

0.
00

3� 0� 0� 0�
0.

12
� 0�

0.
02
� 0�

0.
01

A
D

I値
：
一
日
許
容
摂
取
量
　
μ

g/
m

an
＊

/d
ay

  (
*m

an
=5

0k
g)

   
  「
日
本
に
お
け
る
ト
ー
タ
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
調
査

19
77
～

19
99
年
度
」
よ
り
�

0�
0.

02
� 0�

0.
03
� 0�

0.
02
� 0�

0.
00

1� 0�
0.

07
� 0�

0.
02

5� 0�
0.

06
�

0.
09
�

0.
06
�

0.
29
�

0.
29
�

0.
39
�

0.
43
� 0�

0.
17
�

0.
03
�

0.
12
�

0.
00

3�
0.

10
� 0�

0.
05
�

0.
02
�

0.
01
� 0� 0�

0.
05
�

0.
44
� 0�

0.
02
� 0�

0.
01

0.
08
�

0.
05
� 0�

0.
06
� 0�

0.
07
� 0�

0.
00

1�
0.

08
�

0.
18
� 0�

0.
03
� 0�

0.
09
� 0�

0.
08
�

0.
24
�

0.
42
�

0.
24
�

0.
62
�

0.
17

6�
0.

03
�

0.
43

8�
0.

09
� 0�

0.
04
� 0�

0.
01
� 0�

0.
00
� 0�

0.
00
�

0.
61
�

0.
18
�

0.
07
�

0.
02

7� 0�
0.

00

0.
03
�

0.
03
� 0�

0.
02
� 0�

0.
07
� 0�

0.
00

1�
0.

03
�

0.
12
� 0�

0.
01
� 0�

0.
12
� 0�

0.
06
�

0.
35
�

0.
29
�

0.
35
�

0.
49
� 0�

0.
01
�

0.
04
�

0.
04
�

0.
04
�

0.
04
�

0.
03
�

0.
02
� 0�

0.
01
� 0� 0�

0.
10
�

0.
12
� 0�

0.
03
� 0�

0.
01

0.
03
�

0.
10
�

0.
04
�

0.
06
� 0�

0.
11
� 0�

0.
00
�

0.
07
�

0.
26
� 0�

0.
02
�

0.
07
�

0.
07
�

0.
14
�

0.
05
�

0.
37
�

0.
40
�

0.
60
�

0.
54
�

0.
13
�

0.
03
�

0.
14
�

0.
05
�

0.
03
�

0.
05
� 0�

0.
02
� 0�

0.
00
� 0�

0.
01
�

0.
30
�

0.
15
� 0�

0.
01

9�
0.

1�
0.

01

0.
07
�

0.
08
�

0.
08
�

0.
05
�

0.
01
�

0.
04
� 0� 0�

0.
16
�

0.
17
� 0�

0.
04
�

0.
16
�

0.
09
�

0.
07
�

0.
06
�

0.
62
�

0.
43
�

0.
84
�

0.
62
�

0.
26
�

0.
06
�

0.
23
�

0.
07
�

0.
20
�

0.
07
�

0.
12
�

0.
03
�

0.
04
�

0.
01
� 0�

0.
01
�

0.
85
�

0.
24
� 0�

0.
02
�

0.
10
�

0.
04

0.
15
�

0.
12
�

0.
03
�

0.
13
� 0�

0.
04
� 0�

0.
01
�

0.
18
�

0.
29
� 0�

0.
06
� 0�

0.
08
�

0.
10
�

0.
07
�

0.
77
�

0.
46
�

0.
87
�

0.
70
�

0.
05
�

0.
07
�

0.
06
�

0.
12
�

0.
10
�

0.
09
�

0.
05
�

0.
01
� 0�

0.
01
� 0�

0.
00

2�
0.

27
�

0.
30
� 0�

0.
03
�

0.
10
�

0.
06

表
２
．

 沖
縄
県
及
び
全
国
に
お
け
る
各
物
質
の
年
度
別
一
日
摂
取
量
と

10
年
間
の
平
均
値
及
び

A
D

I値
�

0.
12
�

0.
10
�

0.
17
�

0.
11
� 0�

0.
05
� 0�

0.
00

1�
0.

29
�

0.
25
� 0�

0.
05
� 0�

0.
08
� 0�

0.
06
�

0.
38
�

0.
49
�

0.
38
�

0.
68
�

0.
05
�

0.
06
�

0.
10
�

0.
06
�

0.
13
�

0.
07
�

0.
06
�

0.
02
� 0�

0.
01
� 0�

0.
00

3�
0.

33
�

0.
23
� 0�

0.
05
� 0�

0.
05

0.
25
�

0.
20
�

0.
11
�

0.
11
� 0�

0.
07
� 0�

0.
00

4�
0.

36
�

0.
38
� 0�

0.
03
� 0�

0.
16
� 0�

0.
11
�

0.
97
�

0.
51
�

0.
97
�

0.
81
�

0.
32
�

0.
11
�

0.
29
�

0.
13
�

0.
20
�

0.
10
�

0.
06
�

0.
04
�

0.
03
�

0.
05
� 0�

0.
00

1�
0.

89
�

0.
43
� 0�

0.
02

7�
0.

08
3�

0.
07

0.
57
�

0.
23
�

0.
26
�

0.
17
� 0�

0.
06
� 0� 0�

0.
83
�

0.
46
� 0�

0.
02
�

0.
08
�

0.
11
�

0.
07
�

0.
09
�

0.
71
�

0.
55
�

0.
85
�

0.
77
�

0.
21
�

0.
06
�

0.
19
�

0.
15
�

0.
26
�

0.
16
�

0.
03
�

0.
05
�

0.
05
�

0.
09
� 0�

0.
00

1�
0.

75
�

0.
51
�

0.
07
�

0.
05
�

0.
08
�

0.
04

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

α
-H

C
H
�

β
-H

C
H

γ
-H

C
H

δ
-H

C
H

T
o

ta
l-

H
C

H

o
,p

’-
D

D
T

p
,p

’-
D

D
T

p
,p

’-
D

D
D

p
,p

’-
D

D
E

T
o

ta
l-

D
D

T

tr
a

n
s-

C
h

lo
rd

a
n

e

ci
s-

C
h

lo
rd

a
n

e

tr
a

n
s-

N
o

n
a

ch
lo

r

ci
s-

N
o

n
a

ch
lo

r

o
xy

-C
h

lo
rd

a
n

e

γ
-C

h
lo

rd
e

n
e

T
o

ta
lC

h
lo

rd
a

n
e

H
C

B

H
e

p
ta

ch
lo

r 
- 

E
p

o
xi

d
e

塩 　 　 素 　 　 系 　 　 農 　 　 薬�

62
5

25
0 25 5



沖縄県衛生環境研究所報　第36号（2002）

－63－

0.
08
�

0.
10
�

0.
83
�

1.
04
�

0.
00
�

0.
09
�

0.
00
�

0.
12
�

0.
07
�

0.
05
�

0.
37
�

0.
41
�

41
03
�

43
05
�

20
77
�

21
96 49
4�

49
0�

24
3�

23
7�

10
25
�

99
5�

8.
76
�

8.
13
�

1.
30
�

1.
11
�

3.
11
�

3.
44
�

9.
47
�

8.
60
�

31
.5
�

34
.0
�

29
.8
�

28
.3
�

15
2�

19
1�

7.
2�

8.
5

19
91
年
�

19
92
年
�

19
93
年
�

19
94
年
�

19
95
年
�

19
96
年
�

19
97
年
�

19
98
年
�

19
99
年
�

20
00
年
�
平
均
値
�

Ａ
Ｄ
値
�

単
位
� �

μ
g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
m

g� �
m

g� �
m

g� �
m

g� �
m

g� �
m

g� �
m

g� �
m

g� �
m

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g� �
μ

g

5� � 25
0� �

10
0� �

10
00
�

� � �
50

0�
� <3

90
0 

**
�

�
� �

60
0 

**
� �

20
0～

29
0*

*� � � �
10
～

12
**
�

�
   

   
 2

 *
*�

�
  1
～

3 
**
�

�
   

  1
4 

**
�

�
18

0� � 50
� � � �

35
.5

0�
0.

04
�

1.
44
�

0.
71
� 0� 0� 0�

0.
01
� 0�

0.
03
�

0.
58
�

0.
48
�

35
92
�

40
54
�

20
78
�

24
88
�

43
3�

50
6�

25
0�

24
0�

14
58
�

11
15
�

9.
15
�

8.
31
�

1.
07
�

0.
96
�

2.
98
�

3.
19
�

9.
32
�

8.
54
� 9� 18
�

37
�

20
�

11
0�

16
7�

6.
8�

7.
0

0�
0.

07
�

1.
04
�

1.
00
�

0.
05
�

0.
02
� 0�

0.
08
�

0.
46
�

0.
11
�

0.
82
�

0.
64
�

42
92
�

42
78
�

22
09
�

22
96
�

44
7�

46
6�

26
0�

25
3�

12
86
�

10
77
�

9.
52
�

8.
47
�

1.
87
�

1.
23
�

2.
74
�

3.
15
�

10
.5

8�
8.

49
�

11
�

28
�

34
�

28
�

26
3�

28
0�

7.
2�

9.
7

0�
0.

04
�

1.
18
�

0.
85
� 0�

0.
02
� 0�

0.
12
�

0.
25
�

0.
11
�

0.
14
�

0.
22
�

39
46
�

41
78
�

24
04
�

22
84
�

55
3�

50
3�

23
0�

23
8�

96
0�

94
8�

8.
26
�

8.
32
�

1.
16
�

1.
16
�

2.
90
�

3.
10
�

6.
16
�

7.
86
�

15
�

27
�

19
�

28
�

21
1�

20
3�

6.
2�

6.
7

0�
0.

14
�

0.
94
�

0.
90
� 0� 0� 0�

0.
22
� 0�

0.
04
�

0.
91

8�
0.

64
�

40
98
�

43
47
�

20
82
�

21
31
�

49
7�

49
1�

19
9�

22
6�

91
6�

96
0�

8.
16
�

7.
56
�

1.
08
�

1.
16
�

2.
20
�

3.
35
�

8.
00
�

8.
65
�

19
�

37
�

18
�

34
�

15
5�

15
7�

4.
3�

9.
8

0�
0.

10
�

0.
52
�

1.
00
� 0�

0.
03
� 0�

0.
15
� 0� 0�

0.
04
�

0.
31
�

46
41
�

43
66
�

23
19
�

23
11
�

50
8�

49
0�

21
6�

23
5�

88
5�

96
1�

9.
07
�

8.
59
�

1.
35
�

1.
08
�

3.
03
�

3.
56
�

12
.9

7�
8.

91
�

43
�

44
�

22
�

28
�

16
8�

22
2�

4.
6�

9.
8

0.
09
�

0.
05
�

0.
67
�

0.
72
� 0�

0.
12
� 0�

0.
05
� 0� 0� 0�

0.
43
�

41
09
�

44
27
�

23
68
�

22
26
�

61
5�

48
6�

26
3�

23
1�

93
8�

94
6�

9.
58
�

8.
17
�

1.
33
�

1.
08
�

3.
02
�

3.
05
�

10
.9

6�
8.

44
�

42
�

36
�

44
�

27
�

13
2�

20
2�

7.
8�

9.
0

0.
19

5�
0.

16
�

0.
76

1�
0.

90
� 0�

0.
12
� 0�

0.
02
� 0�

0.
02
� 0�

0.
54
�

35
94
�

42
35
�

20
52
�

20
07
�

42
4�

47
3�

23
2�

23
1�

11
96
�

98
0�

9.
74
�

7.
97
�

1.
23
�

1.
15
�

3.
28
�

3.
35
�

9.
28
�

8.
45
�

45
�

37
�

27
�

26
�

14
9�

17
0�

8.
4�

8.
6

0.
15
�

0.
12
�

0.
75
�

1.
30
� 0�

0.
12
� 0�

0.
17
� 0�

0.
14
�

0.
46

5�
0.

34
�

37
39
�

43
09
�

17
97
�

20
62
�

44
5�

48
3�

25
4�

23
7�

60
6�

90
8�

7.
58
�

8.
25
�

1.
20
�

1.
10
�

3.
37
�

3.
70
�

8.
81
�

9.
00
�

16
�

29
�

42
�

36
�

10
8�

18
0�

8.
1� 8

0.
23
�

0.
16
�

0.
53
�

1.
30
� 0�

0.
02
� 0�

0.
29
� 0� 0� -�

0.
09
�

36
55
�

43
13
�

19
65
�

20
42
�

53
0�

51
6�

23
8�

24
5�

98
1�

10
12
�

8.
67
�

8.
12
�

1.
16
�

1.
10
�

3.
44
�

3.
80
�

9.
13
�

8.
90
�

74
�

41
�

30
�

28
�

98
�

15
7�

8.
6�

8.
7

0.
16
�

0.
13
�

0.
50
�

1.
70
� 0�

0.
41
� 0�

0.
12
� 0� 0� -�

0.
44
�

53
62
�

45
44
�

14
99
�

21
16
�

49
0�

49
1�

29
0�

23
5�

10
26
�

10
46
�

7.
90
�

7.
59
�

1.
57
�

1.
10
�

4.
17
�

4.
10
�

9.
52
�

8.
80
�

41
�

43
�

25
�

28
�

12
2�

17
0� 10
�

7.
3

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

沖
縄
�

全
国
�

D
ie

ld
rin

P
C

B

D
ia

zi
no

n

M
al

at
hi

on

C
hl

or
py

rif
os

C
hl

or
py

rif
os

m
et

hy
l

N
a K C
a

M
g P F
e

C
u

M
n

Z
n

P
b

C
d

A
s

H
g

有 機 リ ン 系 農 薬� 必 　 　 須 　 　 金 　 　 属� 有 　 害 　 金 　 属�

A
D

I値
：
一
日
許
容
摂
取
量
　
μ

g/
m

an
＊

/d
ay

   
(*

m
an

=5
0k

g)
   
「
日
本
に
お
け
る
ト
ー
タ
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
調
査

19
77
～

19
99
年
度
」
よ
り
�

**
 ：
一
日
所
要
量
　

m
g 
（
成
人
男
女
）
　
厚
生
労
働
省
第
６
次
改
訂
日
本
人
の
栄
養
所
要
量
よ
り
�



沖縄県衛生環境研究所報　第36号（2002）

－64－

 試
　
料
�

  抽
出
し
た
油
脂

 (3
g以
下

 )

　
ｱｾ
ﾄﾝ
･ﾍ
ｷｻ
ﾝ(

1+
2)

10
0m

l,ﾍ
ｷｻ
ﾝ1

00
m

l
  

2N
 K

O
H

/ｴ
ﾀﾉ
ｰﾙ

 5
0m

l
　
ﾎﾓ
ｼﾞ
ﾅｲ
ｽﾞ

70
00

rp
m

 3
m

in
　
遠
心
分
離
�

  
加
熱
還
流

 (2
hr

)

 ﾍ
ｷｻ
ﾝ層
�

  冷
却

  
  
ﾍｷ
ｻﾝ

 5
0m

l
　
水

 1
00

m
lで
洗
浄
�

  
ｴﾀ
ﾉｰ
ﾙ･
ﾍｷ
ｻﾝ

(1
:1

) 2
0m

l
　
脱
水
�

  
水

 2
0m

l
　
濃
縮
�

  水
層
�

 ﾍ
ｷｻ
ﾝ層

 (1
0m

l) 
 →

  
一
部

 P
C

B
分
析
へ
�

  
ﾍｷ
ｻﾝ

 5
0m

l×
2　
抽
出
�

  
 ｱ
ｾﾄ
ﾆﾄ
ﾘﾙ
分
配

 (5
0m

l×
2)

  
ﾍｷ
ｻﾝ
層
�

　
2%

N
aC

l 5
0m

l 1
回
洗
浄
�

 ｱ
ｾﾄ
ﾆﾄ
ﾘﾙ
層
�

  
水
洗

 5
0m

l×
1回
洗
浄
�

  
脱
水
（
無
水
硫
酸
ﾅﾄ
ﾘｳ
ﾑ)

　
5%

 N
aC

l 2
50

m
lに
加
え
る
�

  
濃
縮

(5
m

l)
　
ﾍｷ
ｻﾝ

 8
0,

70
m

lで
抽
出

(5
m

in
 振
と
う

)
  
ﾌﾛ
ﾘｼ
ﾞﾙ
ｶﾗ
ﾑｸ
ﾛﾏ
ﾄｸ
ﾞﾗ
ﾌｨ
ｰ(
ﾌﾛ
ﾘｼ
ﾞﾙ

 8
g)

 ﾍ
ｷｻ
ﾝ層
�

  
溶
出

(ﾍ
ｷｻ
ﾝ 

15
0m

l)
　
水

 5
0m

lで
洗
浄
�

  濃
縮
�

　
脱
水

,濃
縮
�

  
 濃
縮
液

 5
m

l
ﾌﾛ
ﾘｼ
ﾞﾙ
ｶﾗ
ﾑｸ
ﾛﾏ
ﾄへ
�

  
E

C
D

 G
C

 (2
%

O
V

-1
,2

.5
m

)

図
１
．
有
機
塩
素
化
合
物
の
分
析
法
�

図
2．

PC
B
の
分
析
法
�

フ
ロ
リ
ジ
ル
カ
ラ
ム
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
�

　
�

　
ｶﾞ
ﾗｽ
ｶﾗ
ﾑ：

10
m

m
×

30
0m

m
　
吸
着
剤
：
ﾌﾛ
ﾘｼ
ﾞﾙ

PR
※

 
8g

(ﾍ
ｷｻ
ﾝを
加
え
超
音
波
で
脱
気
し
て
�

充
填

)
　
溶
出
液
：

20
%
ｼﾞ
ｸﾛ
ﾛﾒ
ﾀﾝ
･ﾍ
ｷｻ
ﾝ7

5m
l 流
速

;2
～

3m
l

   
  

  
  

  
 ※
ﾌﾛ
ﾘｼ
ﾞﾙ

PR
を

30
0℃

 2
hr
活
性
化

,冷
後

3w
/w

%
の
水
�

  
  

  
  

  
  

 を
加
え
て
密
封
し

,2
4h

r放
置
後
に
使
用
す
る

.
   

   
   

   
 調
整
後
数
日
以
内
に
使
用
す
る

.

C
on

di
tio

n 
of

 C
ap

ill
ar

y 
G

C
   
In

st
ru

m
en

ts
:S

hi
m

ad
zu

 G
C

-1
4A

 E
C

D
 d

et
ec

to
r

  
C

ol
um

n 
  

  
 :C

B
P-

1 
0.

2m
m
×

50
m

 0
.2

5μ
m

  
C

ol
um

n 
T

.  
:5

0℃
(1

m
in

) →
 2

30
℃

(1
m

in
) →

 2
50
℃
�

(3
5m

in
)  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ↑
  

  
  

  
　
　
　
　
↑
�

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 2

0℃
/m

in
  

  
  

  
5℃

/m
in

   
In

j. 
  

  
  

  
  

  
 :S

pl
itl

es
s(

A
ut

oi
nj

ec
to

r)
  

In
j.T

.  
  

  
  

  
 :2

30
℃
�

  
D

et
.T

.  
  

  
  

  :
28

0℃
�

  
C

ar
ri

er
 G

.  
  

:H
e 

19
.7

cm
/s

ec
(2

.0
kg

/f
)

  
M

ak
e 

up
 G

.  
:N

2 
50

m
l/

m
in

(1
.0

kg
/f

)
  

R
an

ge
  

  
  

  
 :1

  
C

el
l c

ur
re

nt
 :2

.0
nA

  
A

tt
en

ua
tio

n 
:5

  
C

ha
rt

 s
pe

ed
 :5

m
m

/m
in



沖縄県衛生環境研究所報　第36号（2002）

－65－

  
1)
低
脂
肪
試
料
か
ら
の
農
薬
抽
出
�

  
3)
ｱｾ
ﾄﾆ
ﾄﾘ
ﾙ分
配
�

  
1)

C
u,

F
e,

M
n,

Zn
,C

d,
Pb

,C
a,

M
g,

P,
N

a,
K

  
試
料

 5
0g

( 1
,6

,7
,8

,9
群

)
脂
肪

 3
g以
下
�

  
  

  
試
料

 5
g

  
ｱｾ
ﾄﾝ

10
0m

l+
ﾍｷ
ｻﾝ

15
0m

l,ﾍ
ｷｻ
ﾝ1

50
m

l
  
ﾍｷ
ｻﾝ

 1
5m

l
  
硝
酸

,過
塩
素
酸
分
解
�

  
ﾎﾓ
ｼﾞ
ﾅｲ
ｽﾞ

 1
0m

in
  
ﾍｷ
ｻﾝ
飽
和
ｱｾ
ﾄﾆ
ﾄﾘ
ﾙ3

0m
lで
抽
出

(3
回

)
  遠
心
分
離
�

  
  

25
m

l(0
.5

N
硝
酸

)
  

 ｱ
ｾﾄ
ﾆﾄ
ﾘﾙ
層
�

  溶
媒
層
�

  
2%

N
aC

l 6
00

m
l

  
C

u,
F

e
　
　

C
d,

Pb
C

a,
M

g
  

N
a,

K
  

  
P

 
  

2%
N

aC
l溶
液

 3
00

m
lで
洗
浄

(2
回

)
  
ﾍﾞ
ﾝｾ
ﾞﾝ

 1
00

m
lで
抽
出

(2
回

)
  

M
n,

Zn
  脱
水
�

 　
D

D
T

C
－
酢
酸
�  

  
ﾌﾚ
ｰﾑ

A
A

  
ﾌﾚ
ｰﾑ

A
A

 ﾓ
ﾘﾌ
ﾞﾃ
ﾞﾝ
�

  
濃
縮
�

  
  
溶
媒
層
�

 ﾌ
ﾚｰ
ﾑA

A
　

 ﾌ
ﾞﾁ
ﾙ抽
出
　
�

(L
a添
加

)
青
法
�

(D
2補
正

)
  

 5
 m

l（
活
性
炭
ｶﾗ
ﾑｸ
ﾛﾏ
ﾄへ
）
�

  
水
洗
�

  
　
ﾌﾚ
ｰﾑ
ﾚｽ

A
A

  脱
水
�

  濃
縮
�

  
2)
高
脂
肪
試
料
か
ら
の
抽
出
�

  
  

2)
A

s
  

3)
H

g
  

5 
m

l(
活
性
炭
ｶﾗ
ﾑｸ
ﾛﾏ
ﾄへ

)
  
試
料

 5
g

  
試
料

 5
g

  
試
料

(2
･3
･5
･1

0･
11
･1

2･
13
群
：

40
g 

4群
:1

0g
）
�

 　
　
　
　
　
　
　
　
�

  
硫
酸
･硝
酸
分
解
�

硫
酸
･硝
酸
･過
ﾏﾝ
ｶﾞ
ﾝ酸
ｶﾘ
ｳﾑ
�

  
飽
和
ｼｭ
ｳ酸
ｱﾝ
ﾓﾆ
ｭｳ
ﾑ�

  
ｴﾀ
ﾉｰ
ﾙ1

00
m

l+
ﾍｷ
ｻﾝ

10
0m

l,ﾍ
ｷｻ
ﾝ2

00
m

l
  

4)
活
性
炭
ｶﾗ
ﾑｸ
ﾛﾏ
ﾄｸ
ﾞﾗ
ﾌｨ
ｰ�

  
還
流
分
解
�

  
ﾎﾓ
ｼﾞ
ﾅｲ
ｽﾞ

 1
0m

in
  
遠
心
分
離
�

  
濃
縮
液

 5
m

l
  

10
0 

m
l

  
10

%
過
酸
化
水
素
�

 
  

20
%
ﾖｳ
化
ｶﾘ
ｳﾑ
�

ヘ
キ
サ
ン
層
�

  
活
性
炭

+
微
結
晶
粉
末
ｾﾙ
ﾛｰ
ｽ(

1:
10

)5
g

  
20

0m
l

  
ﾍﾞ
ﾝｾ
ﾞﾝ

15
0m

l
水
素
化
物
原
子
吸
光
光
度
法
�

  脱
水
�

  
10

0m
l分
取
�

  
濃
縮

 
  
濃
縮

(1
m

l)
還
元
気
化
原
子
吸
光
法
�

  
脂
肪
量
秤
量

(ｱ
ｾﾄ
ﾆﾄ
ﾘﾙ
分
配
へ

)
  

F
PD

-ｷ
ｬﾋ
ﾟﾗ
ﾘｰ

G
C

図
３
．
有
機
リ
ン
系
農
薬
の
分
析
法
�

図
４
．
金
属
類
の
分
析
法
�



沖縄県衛生環境研究所報　第36号（2002）

－66－



沖縄県衛生環境研究所報　第36号（2002）

－67－



沖縄県衛生環境研究所報　第36号（2002）

－68－



沖縄県衛生環境研究所報　第36号（2002）

－69－



沖縄県衛生環境研究所報　第36号（2002）

－70－



沖縄県衛生環境研究所報　第36号（2002）

－71－


